
令和3年度事業報告書 
 

 

 

令和3年6月1日から令和4年5月31日まで 

 

 

特定非営利活動法人ひなた 

 

 

１ 事業の成果 

 

令和3年度は引き続き新型コロナウイルスの流行が続く中ではあったが、ワクチ

ン接種も進み、社会活動や人々の行動も徐々に広がりを見せてきた一年であった。

そうした中、感染対策は徹底した上で、障害をもつ方々の健康的な日常生活の維持

や社会参加活動の促進を事業活動として行ってきた。 

 個々の事業でみると訪問系サービスの内、行動援護は前年比111％、重度訪問介

護は同148％の伸びとなった。また成人の日中活動の場である生活介護も106％と前

年からの増収となった。しかし、児童の放課後等デイサービスのみ、前年比94％と

減収となっている。これは、在籍利用者の感染による一時的な事業所閉鎖及び新型

コロナウイルスが学校や若年層で広がったことにより、学級閉鎖や濃厚接触者とな

ったことで自宅待機となり通所できないという事柄の影響があったものと考えて

いる。それでも全体の収益としては、前年比108％、対平成30年度比で99.8％とほ

ぼ新型コロナウイルス流行前の水準に戻すことができた。 

 今後においては、当面は引き続き新型コロナウイルスとの戦いになるが、社会状

況に適宜適応しながら新規事業も見据えて発展的な事業活動を行っていきたいと

考えている。これまで通り感染対策を行いながら日々のサービス提供を実施し、か

つこれまでの事業展開を一歩進めた事業計画をもって臨むことで、コロナ禍にも打

ち勝ち、顧客ニーズに適応した事業展開を行えるものと考えている。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業  

【事業名】    

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福

祉サービス事業 

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく移動支

援事業 

・児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

・福祉有償運送事業 

 

【事業内容】     

 （札幌市西区発寒） 

・障害福祉サービス（居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護、短期入所） 

・移動支援 



・福祉有償運送 

・障害児通所支援（放課後等デイサービス、児童発達支援事業） 

 

(札幌市北区新川) 

・障害福祉サービス（生活介護） 

 

【実施月日】     

令和3年6月1日～令和4年5月31日 

 

【実施場所】     

札幌市内及びその近郊 

 

【従業者の人数】 

32名（全社計） 

 

【受益対象者の範囲及び人数】 

特定非営利活動法人ひなたが運営する、障害福祉サービス及び障害児通所支援の

利用契約者 

 令和4年5月31日現在 90名 

 

【支出額】       

174,792千円 

 販売費・一般管理費   32,663千円 

  製造原価       142,129千円 

 


